
時
と
き
　

所
と
こ
ろ
　

内
内
容
　

講
講
師
　

出
出
演
　

対
対
象
　

定
定
員

￥
費
用
　
￥0
無
料
　

持
持
ち
物
　

券
整
理
券
配
布
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売

他
そ
の
他
　

申
申
し
込
み
先
　

問
問
い
合
わ
せ
先
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

保
一
時
保
育
あ
り（
原
則
有
料
、申
込
要
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※ 

定
員
・
申
込
な
ど
の
記
載
が
な
い

場
合
は
申
込
不
要

※ 
携
帯
電
話
か
ら
本
誌
の
市
外
局
番
の

な
い
番
号
に
か
け
る
と
き
は
、
最
初

に
﹁
0
7
2
﹂
を
付
け
て
く
だ
さ
い

情
報
ボ
ッ
ク
ス

記号の見方

世
界
の
平
和
を
願
い
黙
と
う
を

　
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８
月
₆
日
午

前
８
時
１5
分
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

８
月
９
日
午
前
１１
時
２
分
は
原
爆
死
没
者
に

対
し
、
ま
た
終
戦
記
念
日
で
あ
る
８
月
１5
日

の
正
午
に
は
戦
没
者
に
対
し
て
、
ご
冥
福
と

世
界
の
平
和
を
祈
念
し
、
１
分
間
の
黙
と
う

を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

問
人
権
室
☎
870
・
０
4
4
１
FAX
87２
・
2
2
6
8

地
域
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド

登
録
情
報
の
更
新

　
地
域
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
と
は
、
皆
さ
ん
の
住

所
や
主
治
医
、
緊
急
時
の
連
絡
先
な
ど
の
情

報
を
記
入
す
る
カ
ー
ド
で
す
。
カ
ー
ド
を
筒

に
入
れ
て
自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管
す
る
こ
と

で
、
救
急
搬
送
時
や
大
き
な
災
害
時
な
ど
の

救
助
活
動
に
役
立
て
ま
す
。
ま
た
、
ご
登
録

い
た
だ
い
た
情
報
は
、
地
域
で
見
守
り
活
動

を
行
う
関
係
機
関
で
活
用
し
ま
す
。

　
地
域
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
の
登
録
を
し
て
い
る

人
の
う
ち
、
次
の
対
象
者
に
、
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
登
録
情
報
の
変
更
の
有
無
を
確
認

す
る
文
書
を
発
送
し
ま
す
。
変
更
の
有
無
を

整
助
成
金
な
ど
の
支
給
を
受
け
て
い
た
事
業

主
は
、
追
加
給
付
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
大
阪
労
働
局
助
成
金
セ
ン
タ
ー
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
23
年
度

以
降
に
同
助
成
金
な
ど
の
支
給
を
受
け
、
追

加
給
付
の
対
象
と
な
る
事
業
主
へ
は
同
セ
ン

タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

問
大
阪
労
働
局
助
成
金
セ
ン
タ
ー
☎
０6
・

7
6
6
9
・
8
9
０
０　
（
平
日
午
前
8
時

3０
分
～
午
後
5
時
１5
分
）

8
月
は「
こ
ど
も
１１０
番
」月
間
で
す

　
登
下
校
時
に
子
ど
も
た

ち
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
る
事
件
を
防
ぐ
た

め
、
市
で
は
「
こ
ど
も
110

番
の
家
」
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
110
番
の
家
で
は
、
も
し
も
の
と
き

に
、
子
ど
も
た
ち
が
助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
協
力
家
庭
や
店
舗
な

ど
が
目
印
と
な
る
旗
や
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　
「
１
人
で
遊
ば
な
い
」「
知
ら
な
い
人
に
つ

い
て
い
か
な
い
」
な
ど
、
犯
罪
か
ら
身
を
守

る
方
法
を
教
え
、
外
出
す
る
際
に
は
防
犯
ブ

ザ
ー
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
様
子
を
う
か
が
う
、
車
か
ら
子
ど

も
に
話
し
掛
け
る
な
ど
の
不
審
者
を
見
か
け

た
ら
、
子
ど
も
を
守
り
、
す
ぐ
に
警
察
に
通

報
し
ま
し
ょ
う
。

問
生
涯
学
習
課
☎
870
・
9
6
8
6

8
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

　
夏
は
高
温
多
湿
に
な
り
電
気
火
災
が
発
生

し
や
す
い
た
め
、
よ
り
一
層
の
注
意
が
必
要

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
電
気
や
電
気
製
品
の

安
全
な
取
り
扱
い
の
知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

電
気
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・�

た
こ
足
配
線
を
し
な
い
、
許
容
量
以
上
の

電
気
機
器
を
つ
な
げ
な
い

・�

電
気
コ
ー
ド
を
家
具
な
ど
の
下
敷
き
に
せ

ず
、
束
ね
た
ま
ま
、
ね
じ
れ
た
ま
ま
使
わ

な
い

・�

差
し
込
み
プ
ラ
グ

と
コ
ン
セ
ン
ト
に

緩
み
が
な
い
か
点

検
す
る

・�

コ
ン
セ
ン
ト
の
プ

ラ
グ
に
ほ
こ
り
を

た
め
ず
、
定
期
的
に
清
掃
す
る

問
大
東
四
條
畷
消
防
本
部
予
防
課
☎
872
・
2

　

3
　

4
　

2
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　
7
月
3１
日
現
在
で
、
常
用
労
働
者
１
～
4

人
を
雇
用
す
る
事
業
所
を
対
象
に
毎
月
勤
労

統
計
調
査
「
特
別
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
8
月
上
旬
か
ら
対
象
調
査
区
内
の
全
事
業

所
に
統
計
調
査
員
が
お
訪
ね
し
、
常
用
労
働

者
数
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

●
調
査
対
象
区
域
＝
寺
川
１
・
2
・
5
丁

目
、
御
供
田
１
丁
目
、
泉
町
１
丁
目
、
平
野

屋
１
丁
目

問
府
統
計
課
☎
０6
・
6
2
１
０
・
9
2
０
０

前
7
時
～
午
後
7
時

近鉄バス
行
先 四条畷駅 ⇔ 飯盛霊園

【
行
き
】

飯
盛
霊
園

時刻　　運行日 11 ～ 13日 10・14・15日

午前7時～正午 00　30 00

【
帰
り
】

四
条
畷
駅

午前7時 38 38

午前8時～正午  08　38 38

午後1時  08

問
飯
盛
霊
園
組
合
☎
０
7
4
3
・
78
・

１
１
9
5

住
道
新
橋
の
定
期
点
検住道新橋

N

　
Ｊ
Ｒ
住
道
駅
東

付
近
に
位
置
す
る

「
住
道
新
橋
」
は
、

毎
年
１１
月
ま
で
の

第
3
木
曜
日
に
定

期
点
検
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
点
検
時
は
通
行

止
め
と
な
り
、
ご
通
行
の
皆
さ
ま
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

時
8
月
１5
日
㈭
午
後
１１
時
～
１6
日
㈮
午
前
2

時問
道
路
課
☎
870
・
9
6
7
4

書
い
て
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

対
北
条
・
四
条
・
住
道
・
大
東
中
学
校
区
に

お
住
ま
い
の
登
録
者　
他
登
録
情
報
は
随
時

更
新
が
可
能
で
す

問
大
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
874
・
１

　

０
　

8
　

2
、
高
齢
介
護
室
☎
870
・
０
4
7
2

大
阪
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
係
る
雇
用
保

険
・
労
災
保
険
な
ど
の
追
加
給
付

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
労
働
基
準
監
督
署
に
登

録
さ
れ
て
い
る
住
所
や
氏
名
な
ど
と
現
在
の

住
所
や
氏
名
な
ど
が
一
致
し
な
い
と
思
わ
れ

る
人
は
、「
追
加
給
付
問
合
せ
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」
ま
で
連
絡
い
た
だ
く
か
「
追
加
給
付
に

係
る
住
所
情
報
な
ど
登
録

登録フォーム

フ
ォ
ー
ム
」
へ
の
入
力

（
登
録
）を
お
願
い
し
ま
す
。

追
加
給
付
問
合
せ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

・
雇
用
保
険
☎
０
１
2
０
・
952
・
807

・
労
災
保
険
☎
０
１
2
０
・
952
・
824

・
船
員
保
険
☎
０
１
2
０
・
843
・
547
、

☎
０
１
2
０
・
830
・
008

●
受
付
時
間
＝
午
前
8
時
3０
分
～
午
後
8
時

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
午
後
5
時
１5
分
ま
で
）

雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
の
支
給
を

受
け
て
い
た
事
業
主

　
平
成
１6
年
8
月
～
22
年
度
ま
で
に
雇
用
調

10
月
号
：
8
月
22
日
㈭

11
月
号
：
9
月
18
日
㈬

原稿の
締め切り日

お
知
ら
せ

コンセントのほこりと湿気に注意
手の届きにくい部分も忘れずに！

11 だいとう　2019（令和元）年8月号



お
知
ら
せ

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

子
育
て

健　

康

掲
示
板

情報ボックス

合
葬
墓「
虹
の
丘
」（
合
葬
式
墓
地
）

　
飯
盛
霊
園
組
合
が
管
理
を
行
う
合
葬
式
の

お
墓
で
す
。
祭さ

い

祀し

を
引
き
継
ぐ
人
を
必
要
と

し
ま
せ
ん
の
で
、
単
身
者
や
承
継
者
の
い
な

い
人
も
、
安
心
し
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
け

ま
す
。

対
①
関
係
市
（
大
東
・
守
口
・
門
真
・
四
條

畷
市
）
の
市
民
、
飯
盛
霊
園
墓
所
使
用
者
、

死
亡
時
に
関
係
市
の
市
民
だ
っ
た
埋
蔵
予
定

者
の
遺
骨
所
持
者
②
①
以
外
の
人

形式 内容 費用
合葬 直接、合葬室に埋蔵 5万円

合葬＋
個別安置

骨つぼに納めた状
態で１０年間安置し
た後、合葬室に埋蔵

①10万円
②12万5千円

合葬＋記名
虹の丘の名板に氏
名などを刻字し、直
接合葬室に埋蔵

①15万円
②20万円

合葬＋個別
安置＋記名

虹の丘の名板に氏
名などを刻字し、骨
つぼに納めた状態
で10年間安置した
後、合葬室に埋蔵

①20万円
②27万5千円

申
問
飯
盛
霊
園
組
合
か
生
活
安
全
課
の
窓
口

に
あ
る
使
用
許
可
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
郵
送
ま
た
は
持
参
で
飯
盛
霊
園
組
合

☎
0
7
4
3
・
78
・
1
1
9
5

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
募
集

内
自
作
、
未
発
表
の
も
の
で
1
人
1
点
（
数

人
の
合
作
も
可
）。
画
用
紙
の
四
つ
切
り
か

八
つ
切
り
。
色
彩
は
自
由　
対
市
内
の
小
・

中
学
生
、高
校
生　
●
表
彰
＝
入
賞
者
に
は
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。
入
賞
作
品
は
返

却
不
可（
版
権
は
主
催
者
側
に
帰
属
）。
小
・

中
学
生
、
高
校
生
各
部
ご
と
の
応
募
総
数
に

応
じ
て
定
ま
っ
た
作
品
数
を
大
阪
府
選
挙
管

理
委
員
会
主
催
の
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
し
ま
す

申
問
9
月
6
日
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
☎
870
・
0
7
6
4

主
催
＝
選
挙
管
理
委
員
会
・
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す

　

市
長
自
ら
が
、「
ま
ち

の
案
内
人
」
と
し
て
市
内

を
巡
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
企

業
、
街
の
す
て
き
な
場
所

な
ど
を
伝
え
ま
す
。　

●
番
組
名
＝
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ

11
ｃ
ｈ
「
長ち

ょ
～
っ
と
散
歩　
北
河

内
」　
時
8
月
4
日
～
14
日
の

火
曜
日
午
後
10
時
～
10
時
23

分
、
水
曜
日
午
前
8
時
30
分
～
8
時
53
分
、

日
曜
日
正
午
～
午
後
０
時
23
分
（
内
容
は
全

て
同
じ
で
す
）

問
戦
略
企
画
室
都
市
魅
力
観
光
グ
ル
ー
プ
☎

870
・
0
4
4
2

墓
参
用
臨
時
バ
ス
を
運
行

　
飯
盛
霊
園
組
合
で
は
、
お
盆
の
墓
参
用
臨

時
バ
ス
を
左
の
表
の
と
お
り
運
行
し
ま
す
。

●
開
門
時
間
＝
8
月
11
日
㈷
〜
16
日
㈮
：
午

前
5
時
30
分
〜
午
後
8
時
、
そ
れ
以
外
：
午

前
7
時
〜
午
後
7
時

近鉄バス
行
先 四条畷駅 ⇔ 飯盛霊園

【
行
き
】

飯
盛
霊
園

時刻　　運行日 11 ～ 13日 10・14・15日

午前７時～正午 00　30 00

【
帰
り
】

四
条
畷
駅

午前7時 38 38

午前８時～正午  08　38 38

午後１時  08

問
飯
盛
霊
園
組
合
☎
0
7
4
3
・
７８
・

1
1
9
5

住
道
新
橋
の
定
期
点
検住道新橋

N

　
Ｊ
Ｒ
住
道
駅
東

付
近
に
位
置
す
る

「
住
道
新
橋
」
は
、

毎
年
11
月
ま
で
の

第
3
木
曜
日
に
定

期
点
検
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
点
検
時
は
通
行

止
め
と
な
り
、
ご
通
行
の
皆
さ
ま
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

時
8
月
15
日
㈭
午
後
11
時
～
16
日
㈮
午
前
2

時問
道
路
課
☎
870
・
9
6
7
4

不
動
産
無
料
一
般
相
談

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
動
産
に
ま
つ
わ
る
困

り
事
、
悩
み
な
ど
の
解
消
を
め
ざ
し
、
毎
月

第
１
・
３
月
曜
日
に
不
動
産
無
料
一
般
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産
取
引
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
、
隣
地
と
の
境
界
や
草
木
に
よ
る

問
題
な
ど
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時
8
月
19
日
㈪
・
9
月
2
日
㈪
午
後
1
時
～

4
時（
１
回
３０
分
以
内
）　
所
市
役
所

申
問
住
宅
都
市
政
策
課
☎
870
・
0
4
8
3

だいとう　2019（令和元）年8月号12
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情報ボックス

高
齢
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
を
お
手
伝
い

生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
家
事
な
ど
で
困
っ
て
い
る
高
齢
者
を
援
助

す
る
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

内
掃
除
、
買
い
物
、
草
取
り
、
ご
み
出
し
、

布
団
干
し
、
外
出
付
き
添
い
な
ど　
対
１8
歳

以
上
の
人（
高
校
生
を
除
く
）

生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
を
す
る
た
め
に
は
、

養
成
講
座
の
受
講
・
認
定
が
必
要
で
す
。

時
8
月
１9
日
㈪
午
後
１
時
3０
分
～
3
時　
所

市
役
所　
定
3０
人

申
問
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
812
・
6

　

5
　

7
　

１　
FAX
812
・
6
5
7
2

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

休
日
に
交
付
し
ま
す

時
8
月
25
日
㈰
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3０
分

所
市
民
課　
他
交
付
通
知
書
が
お
手
元
に
届

い
て
い
る
人
の
み
。
交
付
時
の
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
通
常

業
務
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

問
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当
☎
870
・
０

　

4
　

5
　

7防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻

撃
な
ど
の
発
生
時
に
備

え
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行

い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
訓
練
で
、
市
以
外

の
地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
情

報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

時
８
月
28
日
㈬
午
前
１１
時
ご
ろ

●
訓
練
で
行
う
放
送
試
験

市
内
37
か
所
に
設
置
し
て
い
る
防
災
行

政
無
線
か
ら
一
斉
に
、
次
の
内
容
を
放

送
し
ま
す
。

放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
」×
３
回

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
人
工

衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
伝
え
る
シ
ス

テ
ム
で
す

問
危
機
管
理
室
☎
875
・
０
2
１
１

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１１０
番
」

強
化
週
間

　
法
務
局
で
は
、「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」

を
設
置
し
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
る
な
ど
、
人
権
問
題
の

解
決
に
向
け
て
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

時
８
月
29
日
㈭
～
９
月
４
日
㈬
午
前
８
時
3０

分
～
午
後
７
時
（
8
月
3１
日
・
９
月
１
日
は

午
前
１０
時
～
午
後
５
時
）　
●
相
談
内
容
＝

い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど

子
ど
も
の
人
権
問
題　

●
電
話
相
談
＝
☎

０
１
2
０
・
007
・
110　
●
担
当
者
＝
人
権
擁

護
委
員
、
法
務
局
職
員　
●
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談
窓
口

（
通
年
）

問
大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
☎
０6
・
6

　

9
　

4
　

「差別撤廃・人権擁護都市宣言」のまち大東

2
・
9
4
9
6

大
阪
８８０
万
人
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　
こ
の
訓
練
で
は
、
携

帯
電
話
な
ど
に
訓
練
情

報
を
送
信
し
ま
す
。
訓

練
前
に
、
災
害
発
生
時

に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
か
考
え
て
お

き
、
訓
練
当
日
に
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

時
9
月
5
日
㈭
午
前
１１
時

●
訓
練
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

午
前
11
時
：
地
震
発
生
！

　
館
内
放
送
や
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

午
前
11
時
₃
分
ご
ろ
：
大
津
波
警
報
発
表

　

訓
練
用
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報

メ
ー
ル
が
、
携
帯
電
話
な
ど
に
届
き
ま
す
。

午
前
11
時
8
分
ご
ろ
：
大
東
市
か
ら
の

訓
練
通
報

　

訓
練
用
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報

メ
ー
ル
が
、
携
帯
電
話
な
ど
に
届
き
ま
す
。

※�

市
内
を
対
象
に
配
信
し
ま
す
が
、
他
市
と

の
境
界
付
近
に
あ
る
端
末
は
市
外
で
も
連

鳴
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

︿
注
意
事
項
﹀

・�
緊
急
地
震
速
報
の
ブ
ザ
ー
音
で
は
あ
り
ま

せ
ん

・�
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
で
も
着
信
音
が
鳴
り
ま

す
。
映
画
館
な
ど
で
は
電
源
を
オ
フ
に
し

て
く
だ
さ
い

・�

府
内
全
域
向
け
の
送
信
に
続
い
て
、
2
回

目
を
送
信
し
ま
す

※�

携
帯
電
話
の
対
応
機
種
に
つ
い
て
は
、
各

携
帯
電
話
会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
・�

エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
対

応
し
て
い
な
い
機
種
を
お
持
ち
の
人
は
、

次
の
登
録
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
い
ず
れ

も
登
録
者
の
み
利
用
可
）

お
お
さ
か
防
災
情
報
メ
ー
ル

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

「
防
災
速
報
」ア
プ
リ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

「
地
震
防
災
訓
練
」ア
プ
リ

●
日
頃
か
ら
の
備
え

・�

背
の
高
い
家
具
な
ど
を
留
め
具
で
固
定

し
、
家
の
中
に
「
安
全
空
間
」
を
作
り
ま

し
ょ
う

・�

非
常
持
ち
出
し
品
を
玄
関
に
準
備
し
ま

し
ょ
う

・�

避
難
後
に
再
会
す
る
場
所
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

問
府
☎
０6
・
6
9
4
１
・
０

　

3
　

5
　

１
、
府
民

お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
☎
０6
・
6
9
１
０
・
8

　

０
　

０
　

１
寄
付

●
四
條
畷
遊
技
業
組
合
か
ら
市
内
公
立
小
・

中
学
校
・
幼
稚
園
へ
、
防
犯
器
具
ネ
ッ
ト
ラ

ン
チ
ャ
ー
22
台
、
防
犯
用
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
22

ケ
ー
ス
（
47
万
6
１
5
０
円
相
当
）　
●
大

東
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
、
社
会
奉
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記
号
の
見
方  

時
と
き  

所
と
こ
ろ  

内
内
容  

講
講
師  

出
出
演  

対
対
象  

定
定
員  

￥
費
用  

￥0
無
料  

持
持
ち
物  

券
整
理
券
配
布
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売

他
そ
の
他  

申
申
し
込
み
先  

問
問
い
合
わ
せ
先  

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス  

保
一
時
保
育
あ
り（
原
則
有
料
、申
込
要
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）



お
知
ら
せ

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

子
育
て

健　

康

掲
示
板

情報ボックス 他人事　そしていつかは　自分事　皆で持とう　人権意識

問子ども室子ども支援グループ☎870・9655　 FAX 872・2189

児童扶養手当・特別児童扶養手当の請求と現況届・所得状況届の提出を

児童扶養手当とは
　支給要件に当てはまる、18歳に達する日以後の最初
の3月31日までの児童、または20歳未満で政令で定め
る程度の障害の状態にある児童を監護している母、また
は児童を監護し、かつ生計を同一にしている父、または
母・父に代わって児童を養育している人（児童と同居し、
監護し、生計を維持していること）が受給できます。ま
た、他の公的年金、遺族補償の受給状況・所
得制限といった一定の条件があります。支
給要件・所得制限など詳しくは、市ホーム
ページをご覧ください。

〈受給資格が喪失する場合〉
①受給者または児童が日本国内に住所を有しないとき　
②児童が児童福祉施設などに入所したとき、里親に預け
られたとき　③児童が父（母が受給者の場合）または母

（父が受給者の場合）と生計同一となったとき　④父ま

たは母が婚姻したとき（婚姻届は提出していないが、生
活などを共にし、事実上婚姻関係にあるときを含む）　
⑤児童を養育・監護しなくなったとき

特別児童扶養手当とは
　政令に規定する障害の状態にある20歳未満の児童を
家庭で養育している父もしくは母、または父母に代わ
って児童を養育している人（児童と同居し、監護し、生
計を維持していること）が受給できます。また、ほかに
公的年金の受給状況・所得制
限といった一定の条件があ
ります。
●必要な書類＝対象となる
児童の診断書、戸籍謄本、請
求者の口座、印鑑など。詳し
くは子ども室で説明します

　受給資格などの認定を受けた
人は、毎年8月に現況届などを提
出することが義務付けられてい
ます。
　現況届などの案内は、児童扶
養手当の受給者（支給停止者を
含む）には7月末に、特別児童扶養手当の受給者（支給停
止者を含む）には8月8日に送付しますので、必要な書類
を添えて必ず期限までに提出してください。なお、現況
届などを提出しないと、児童扶養手当は翌年1月期（11～
12月分）、特別児童扶養手当は12月期（8～11月分）以降の
手当が受けられなくなります。
　一定要件に該当している受給者は、児童扶養手当につ
いて、毎年、一部支給停止適用除外事由届出書を提出す

る必要があります。対象者には、関係書類を送付します
ので、現況届提出時に合わせて必ず提出してください。
また、平成30年度全部停止であった対象者も令和元年
度分として、現況届の提出と同時に適用除外事由届出書
の提出が必要です。
　児童扶養手当の現況届の受付は8月1日㈭から、特別児
童扶養手当の所得状況届の受付は8月9日㈮から行いま
す。

児童扶養手当・特別児童扶養手当を受けている人へ

₈月は手当の支払月です
　児童扶養手当と特別児
童扶養手当は、8月9日に
指定された金融機関に振
り込みます。

必要な書類など、
　詳しくは
お問い合わせ
　ください

仕
事
業
の
一
環
と
し
て
、
飯
盛
城
跡
の
説
明

板
１
枚
・
平
野
屋
新
田
会
所
跡
の
説
明
板
２

枚（
22
万
5
千
円
相
当
）と
、
薬
物
乱
用
防
止

教
育
の
推
進
な
ど
教
育
振
興
の
一
部
と
し

て
、
薬
物
乱
用
防
止
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
小
学
生

用
１
5
０
０
部（
１2
万
9
6
０
０
円
相
当
）

寄
贈

●
株
式
会
社
双
葉
化
学
商
会
大
東
市
学
校

警
備
労
働
組
合
か
ら
福
祉
事
業
に
と
３
千
円　

●
故
漕
江
得
郎
さ
ん
、
故
漕
江
光
子
さ
ん
の

遺
志
を
継
い
で
漕
江
桂
子
さ
ん
か
ら
、
福
祉

事
業
に
と
千
円　
●
大
東
の
小
天
狗
さ
ん
か

ら
福
祉
事
業
に
と
千
円

善
意
銀
行

●
自じ

彊き
ょ
う

術じ
ゅ
つ

体
操
ク
ラ
ブ
か
ら
福
祉
事
業
に
と

３
千
円　

社
会
福
祉
基
金

●
大
東
市
伝
統
芸
能�

江
州
・
河
内
音
頭
連

合
会
か
ら
１
万
9１
円　
●
大
東
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
連
盟
か
ら
5
3
０
０
円

表紙の隠れ
ダイトンの解答

操作室の扉付近

だいとう　2019（令和元）年8月号14

お
知
ら
せ


